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○日時 平成30年５月22日 午前10時00分開会 

○場所 委員会室 

○議件 

１．第６期網走市総合計画について 

２．第２次網走市男女共同参画プランの中間見直 

しについて 

３．網走市住宅供給計画の策定について 

４．その他 

───────────────────── 

○出席委員（８名） 

 委 員 長    金 兵 智 則 

 副 委 員 長    立 崎 聡 一 

 委 員    小田部   照 

            川原田 英 世 

            永 本 浩 子 

            古 都 宣 裕 

            松 浦 敏 司 

            渡 部 眞 美 

─────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────── 

○説明者 

 副 市 長    川 田 昌 弘 

 企画総務部長    岩 永 雅 浩 

 企画調整課長    秋 葉 孝 博 

 企画総務部参事    北 村 幸 彦 

 建設港湾部長    石 川 裕 将 

 建 築 課 長    小 原   功  

 

○事務局職員 

事 務 局 長    大 島 昌 之 

次     長    細 川 英 司 

総務議事係主査    寺 尾 昌 樹 

 

午前10時00分開会 

○金兵智則委員長 ただいまから、総務経済委員会

を開会いたします。 

 本日の委員会の議件は３件となっております。 

 それでは順次説明を求めてまいります。 

 まず初めに、第６期網走市総合計画について説明

を求めます。 

○北村幸彦企画総務部参事 第６期網走市総合計画

について御説明申し上げます。 

 資料の１－１号をごらん願います。 

 １、これまでの経過でございますが、（１）市民

アンケート、（２）総合計画協働会議、（３）中高

生ワークショップを実施いたしました。 

 内容につきましては、２月22日開催の当委員会に

て御説明させておりますので省略いたします。 

 次に、（４）総合計画審議会の開催でございます

が、網走市附属機関条例に基づき学識経験者３名、

民間諸団体の代表者18名、市民からの公募４名の計

25名で構成し、市長からの諮問に応じて総合計画に

ついての審議、意見具申を行っております。 

 第１回目は昨年の９月７日に、第２回目は本年３

月８日、第３回目は４月５日、第４回目は４月20日

に開催し、基本構想及び基本計画を御審議いただき

取りまとめ、４月23日に市長へ答申されたところで

ございます。 

 それでは総合計画案について御説明いたします。 

 資料１－２号をごらん願います。 

 １枚めくっていただきまして２ページの目次をご

らんいただきたいと思います。 

 基本構想の構成につきましては、序章第６期網走

市総合計画策定の考え方、第１章網走市のいま、第

２章網走市の将来に向けて、第３章計画の推進とな

っております。 

 内容につきましては、２月22日開催の当委員会に

て御説明させていただいておりますので、その後追

加した箇所のみを説明させていただきます。 

 14ページをごらん願います。 

 ３の将来像でございますが、『豊かな自然に ひ

と・もの・まちが輝く健康都市 網走』といたしま

した。 

 協働会議や中高生ワークショップから出されまし

た思いや、審議会委員からの意見を踏まえ、今後本

格的な人口減少・少子高齢化社会の進行により生活

基盤の維持さえ困難な時代を迎えようとしています

が、網走の持つさまざまな魅力を最大限に生かした

まちづくりを進めることにより、この難局を乗り越

え10年先も豊かで美しい自然の中、ひと・もの・ま

ちが輝き続け、誰もが健康で安心して暮らすことの
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できるまちをイメージしたものでございます。 

 次に15ページをごらんください。 

 ４、将来像を実現するための５つの目標でござい

ます。 

 目標１は、一人ひとりを大切にする優しいまちと

し、取り組みの方向性は市民一人ひとりが、生涯を

通じて健康で安心して生きがいを持って暮らすこと

ができ、子供、高齢者、障がいのある方などを地域

全体で支えるやさしいまちを目指すとし、取り組み

の分野は保健医療、地域福祉、生活福祉としていま

す。 

 目標２は、豊かな自然と共生する安心なまちと

し、取り組みの方向性は豊かな自然環境と水と緑が

織りなす美しい景観を次代に継承し、自然と調和し

た快適な生活環境の創出を図るとともに、市民の命

と暮らしを守る安全・安心なまちを目指すとし、取

り組みの分野は都市空間、都市基盤、生活安全、環

境、生活基盤としています。 

 16ページをごらんください。 

 目標３は、人が集いにぎわいと活力を生むまちと

し、取り組みの方向性は、地域特性を生かしつつ、

経営の効率化や高付加価値化などを進め、安全・安

心で力強い産業振興を図りながら、まちの魅力を創

出し、人が集い、にぎわいのある活力あふれるまち

を目指すとし、取り組みの分野は農林業、水産業、

観光、商工業、産業振興としています。 

 次に目標４は、豊かなひとを育むまちとし、取り

組みの方向性は、子どもたち一人ひとりの夢を大切

にしながら、明日を拓く「生きる力」を育むととも

に、誰もが生涯を通じて学習、文化、芸術、スポー

ツに親しむことができ、スポーツや文化など地域特

性を生かしたさまざまな交流により、豊かな人間性

を育むまちを目指すとし、取り組みの分野は学校教

育、社会教育、文化、スポーツ、交流としておりま

す。 

 17ページをごらんください。 

 目標５は、ともに歩み、築く協働のまちとし、取

り組みの方向性は市民の積極的な市政への参画や情

報共有等を推進しながら、市民と行政の信頼関係を

深め、ともに考え、ともに築くまちを目指します。

また、時代のニーズに適応した効率的・効果的で持

続可能な行政運営を進めるとともに、さまざまな連

携により地域課題の解決を目指すとし、取り組みの

分野は地域協働、行政運営としています。 

 次に、資料１－３号をごらんください。 

 基本計画でございます。 

 ６ページをごらん願います。 

 基本計画は、基本構想に基づき各分野の施策の方

向を示すものであります。 

 ただいま御説明させていただきました、基本構想

で掲げた５つの目標ごとの取り組み分野別に、それ

ぞれ現状と課題、基本方針、施策の展開、関連する

個別計画を示しております。 

 内容につきましては、分野ごとの基本方針と施策

の区分のみとさせていただきます。 

 最初に目標１、一人ひとりを大切にするやさしい

まちでございます。 

 保健では基本方針を市民一人ひとりが健康を意識

し、自ら主体的に健康づくりに取り組み、地域ぐる

みで健康づくりを推進しながら誰もが健康で自分ら

しく暮らせるまちを目指すとし、施策の区分は健康

づくりの推進、地域保健の充実としております。 

 次に７ページ、地域医療、救急医療では基本方針

を医療体制の維持充実に努め、市民が安心して暮ら

せるまちを目指すとし、施策の区分は地域医療体制

の充実、救急医療体制の充実としております。 

 次に８ページ、地域福祉では基本方針を子供、高

齢者、障がいのある人などを社会全体で見守りなが

ら、市民一人ひとりが健康で文化的な生活ができる

まちを目指すとし、施策の区分は地域福祉推進体制

の充実、地域福祉活動の推進、バリアフリー・ユニ

バーサルデザインの推進としております。 

 次に９ページ、高齢者福祉では基本方針を高齢者

が住み慣れた地域で、安心して健康でいきいきと暮

らせるまちを目指すとし、施策の区分は高齢者の健

康づくり、高齢者の生きがいづくりの推進、介護予

防の推進、地域包括ケアシステムの深化・推進、認

知症対策の推進、施設サービスの充実としておりま

す。 

 次に10ページ、障がい者福祉では基本方針を障が

いの有無に関わらず、誰もが生きがいを持って暮ら

せるまちを目指すとし、施策の区分は障がいの理解

促進、障がい者の生活支援、障がい者の就労と社会

参加の拡大、障がい者福祉施設の充実、子供の発達

への支援としております。 

 次に11ページ、子ども・子育て支援では基本方針

で子どもを安心して生み育てることができるまちを

目指すとし、施策の区分は子育てを地域で支援する

体制や意識づくり、子育て支援の充実、児童福祉施

設の充実、支援が必要な子育て世帯への支援の充
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実、家庭教育に関する支援としております。 

 次に12ページ、社会保障では基本方針を誰もが必

要とするときに、必要な社会保障を提供することに

より、安心して暮らすことのできるまちを目指すと

し、施策の区分は国健康保険事業の推進、後期高齢

者医療事業の推進、国民年金事業の推進、生活保護

事業の推進としております。 

 次に目標の２、豊かな自然と共生する安心なまち

でございます。 

 14ページをごらんください。 

 土地利用では、基本方針を秩序ある土地利用を推

進し、豊かな自然環境に包まれた美しいまちを目指

すとし、施策の区分は総合的な土地利用、市街地の

土地利用、水辺の環境軸づくり、森の環境軸づく

り、まちの緑の環境づくりとしております。 

 次に15ページ、道路では基本方針を戦略的な道路

整備により、市民生活や基幹産業を支える、安全・

安心なまちを目指すとし、施策の区分は円滑な都市

活動を支える骨格道路づくり、安全・安心な道路づ

くり、歩行者に優しい道路づくりとしております。 

 次に16ページ、港湾・漁港では基本方針を各港の

環境整備や機能向上により、北網圏の産業、生活を

支える安全・安心でにぎわいのある港づくりを目指

すとし、施策の区分は安全・安心な港づくり、漁港

の整備、機能の向上としております。 

 次に17ページ、公共交通では基本方針を市民や網

走を訪れる方のニーズに即した効率的な公共交通の

提供を図り、安全・安心で利便性の高いまちを目指

すとし、施策の区分は総合的な公共交通網の構築、

鉄道の維持、利用促進、バス路線の適正配置、利用

促進、女満別空港の機能充実、利用促進としており

ます。 

 次に18ページ、通信では基本方針を市民や網走を

訪れる方へ利便性の高い通信環境の提供を進め、快

適なまちを目指すとし、施策の区分は高速・大容量

の通信基盤の整備、通信網の整備、活用、Ｗｉ－Ｆ

ｉの環境の充実としております。 

 次に19ページ、防災・減災では基本方針で災害を

未然に防ぎ備える、災害に強い安全・安心なまちを

目指すとし、施策の区分は防災・減災に向けた環境

整備、災害に強い体制づくり、地域防災力の向上と

しております。 

 次に20ページ、消防では基本方針を市民一人ひと

りの防火・防災意識の高揚を図りながら、火災や自

然災害などへの対応力を強化し、安全・安心なまち

を目指すとし、施策の区分は消防力・機能の充実、

防火・防災意識の啓発、地域における防災体制の推

進としております。 

 次に21ページ、生活安全では基本方針を防犯、交

通安全及び消費生活に対する意識を高め、地域や関

係団体との連携を強めながら、犯罪や交通事故のな

い安全・安心なまちを目指すとし、施策の区分は防

犯の推進、交通安全の推進、消費生活の推進として

おります。 

 次に22ページ、自然環境・景観形成では、基本方

針を自然環境の保全と賢明な利用を図り、人と自然

が共生するまちを目指すとし、施策の区分が自然環

境の適切な保全、環境教育・学習の充実、環境保全

型産業の推進、環境美化の推進としております。 

 次に23ページ、生活環境では基本方針を美しい自

然環境を公害から守り、安心でうるおいのあるまち

を目指すとし、施策の区分は生活環境の保全、生活

環境汚染の防止、生活環境汚染の監視、対応として

おります。 

 次に24ページ、自然循環では基本方針を限りある

資源を大切にし、有効活用する資源循環型社会を目

指すとし、施策の区分は資源循環システムの構築、

省エネルギーの推進、クリーンエネルギーの利用の

促進としております。 

 次に25ページ、住宅・宅地では基本方針を豊かな

自然と調和した快適な住環境を目指すとし、施策の

区分は快適な住環境の整備、環境に配慮した住環境

づくり、住宅ストックの有効活用としております。 

 次に26ページ、上水道では基本方針を安全で安心

な水道水の供給と健全な経営を目指すとし、施策の

区分は水道システムの安定性向上、災害対策の推

進、健全な経営としております。 

 次に27ページ、生活排水処理では基本方針を快適

で衛生的な生活環境を実現し、水環境を守るととも

に健全な経営を目指すとし、施策の区分は持続的な

下水道サービスの提供、健全な経営、下水汚泥・消

化ガスの有効活用、個別排水処理施設の普及促進と

しております。 

 次に28ページ、火葬場・墓地では基本方針を利用

需要の変化に対応しながら、火葬場・墓地の適切な

維持管理に努めるとし、施策の区分は火葬場の管

理、墓地の管理、合葬墓の管理としております。 

 次に目標の３、ひとが集い、にぎわいと活力を生

むまちでございます。 

 30ページをごらんください。 



- 4 -  

 農業では、基本方針を「足腰の強い」農業生産基

盤を形成し、環境にも配慮した持続的発展が可能な

農業を目指すとし、施策の区分は安定した生産体制

づくり、環境と調和した農業の推進、活力ある農業

の推進としております。 

 次に31ページ、林業では基本方針を森林の重要性

を啓発するとともに、うるおいのある森林と共生す

るまちを目指すとし、施策の区分は森林の保全、環

境整備、森林施業の推進、森林や林業に対する理解

促進としております。 

 次に32ページ、漁業では基本方針を適切な漁場環

境の保全と資源管理に努め、戦略的な漁業を目指す

とし、施策の区分は資源管理型漁業の推進、つくり

育てる漁業の推進、漁場環境の保全、試験研究機関

との連携としております。 

 次に33ページ、水産加工・販売促進では基本方針

をブランド力のある水産のまちを目指すとし、施策

の区分は水産物の付加価値の向上、水産加工業の振

興、水産物・水産加工品の消費と販路の拡大として

おります。 

 次に34ページ、観光では基本方針を誰もが訪れた

い魅力ある観光のまちを目指すとし、施策の区分は

観光客の利便性向上、地域の魅力向上と観光資源の

磨き上げ、地域の魅力の戦略的な発信、多様な連携

による観光の推進としております。 

 次に35ページ、商工業では基本方針を中小企業の

経営強化を図るとともに、にぎわいのある商業地の

形成を目指すとし、施策の区分は中小企業の振興、

都市拠点としての機能の強化、魅力ある沿道商業ゾ

ーンの形成、新たな企業誘致を促す環境整備、新エ

ネルギーの利用促進としております。 

 次に36ページ、産業振興では基本方針で地域特性

を活かしたさまざまな連携による新産業の創出を目

指すとし、施策の区分はブランド化と高付加価値化

の推進、国内外への販路拡大に向けた支援、６次産

業化、農商工連携の推進、創業支援としておりま

す。 

 次に37ページ、就労対策では基本方針を誰もが生

きがいを持って就労できる環境整備を目指すとし、

施策の区分は就労支援、勤労者福祉の充実としてお

ります。 

次に目標４、豊かなひとを育むまちでございま

す。 

 39ページをごらんください。 

 学校教育では、基本方針を子どもたち一人ひとり

の夢を大切にしながら、明日を拓く「生きる力」を

育むとし、施策の区分は幼児期に身につけるべき基

礎を育む、生きていく力を育む、豊かな心や地域を

愛する心を育む、健康で元気に生活できる体を育む

としております。 

 次に40ページ、学校づくりでは基本方針を地域全

体で子どもたちを守り育てる学校づくりを目指すと

し、施策の区分は支援が必要な子どもに対する教育

体制の整備、地域と共に築く学校づくりのための支

援体制の整備、子どもの学びを支える特色ある教育

環境の整備としております。 

 次に41ページ、高等学校・高等教育では基本方針

を高校生や大学生のまちづくりに参加する主体的な

活動の推進と地域とのさまざまな連携を深め、「学

びを活かす」まちづくりを目指すとし、施策の区分

は高等学校の充実、大学など高等教育の充実、就学

の支援としております。 

 次に42ページ、生涯学習では基本方針を自ら学

び、豊かな人を育む、教育と文化のまちを目指すと

し、施策の区分は生涯学習を支える場の提供と学習

環境の整備、連携による学習機会の充実、学習情報

の収集、提供、相談事業の充実、図書館機能の充

実、博物館機能の充実としております。 

 次に43ページ、社会教育では基本方針を自主的な

学習活動を地域づくりにつなげ、人と人との交流を

生むまちを目指すとし、施策の区分は社会教育を進

める体制や環境の整備、子どものための学習や体験

の場の提供、学習活動を行う団体や指導者の育成、

学習成果を還元する機会の充実、公民館機能の充

実、社会体育活動の充実としております。 

 次に44ページ、芸術文化では基本方針で芸術文化

を通じて豊かな人間性を育むとともに、文化を大切

にするまちを目指すとし、施策の区分は地域文化の

継承、芸術文化活動の促進、鑑賞機会の拡大、美術

館機能の充実、芸術文化合宿の誘致としておりま

す。 

 次に45ページ、文化財保護では基本方針を網走の

文化財の理解を深め、後世に継承するとともに歴史

文化を活かしたまちを目指すとし、施策の区分は文

化財の調査及び保護、文化財に対する理解の促進と

しております。 

 次に46ページ、スポーツでは基本方針を誰もがス

ポーツに親しみ、心身ともに豊かなひとを育むとと

もに、スポーツによる交流人口の拡大を図るまちを

目指すとし、施策の区分はスポーツ施設の整備、利
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用促進、スポーツ活動の促進、障がい者スポーツの

振興、活動組織や指導者の育成、スポーツ合宿や大

会誘致としております。 

 次に47ページ、国際交流、地域間交流では基本方

針をさまざまな国や地域の文化を理解尊重し、ふる

さとの魅力を再認識しながら、ひとが集う交流する

まちを目指すとし、施策の区分は海外・国内都市と

の交流促進、シティプロモーションの推進、国際化

に対応した教育や人材の育成、国際化に対応した環

境の充実、大会・会議の誘致としております。 

 次に目標５、ともに歩み築く協働のまちでござい

ます。 

 49ページをごらんください。 

 男女共同参画・人権では、基本方針を一人ひとり

の人権を尊重し、誰もが個性と能力を発揮できる豊

かなまちを目指すとし、施策の区分は男女共同参画

の推進、家庭、職場、地域社会活動等の両立支援、

あらゆる人権侵害の防止としております。 

 次に50ページ、市民活動では基本方針を市民、団

体など多様な担い手が連携を図り、一人ひとりが活

躍し、地域課題に取り組むまちを目指すとし、施策

の区分は市民意識の醸成、市民活動の支援、地域協

働の推進としております。 

 次に51ページ、情報では基本方針を開かれた市政

と市民の積極的な参画を促進し、ともに築く協働の

まちを目指すとし、施策の区分は広報の充実、市民

の参加による広聴機会の充実、情報公開の推進、情

報セキュリティの充実としております。 

 次に52ページ、行政運営では基本方針を持続可能

な財政運営と質の高い行政サービスの提供を目指す

とし、施策の区分は財政健全化の推進、業務の効率

化、サービスの充実、公有財産の適正管理、効果検

証の実施をしております。 

 次に53ページ、広域連携では基本方針を多様な連

携による課題解決に取り組みながら、効率的で効果

的な行政運営を目指すとし、施策の区分はさまざま

な広域連携の推進としております。 

 基本計画の説明は以上でございます。 

 資料の１-１号にお戻り願います。 

 最後に２、今後のスケジュールでございますがパ

ブリックコメントを５月24日まで行い、意見等があ

った場合は内容を検討し、必要に応じて修正した上

で６月の第２回定例会に提案させていただきたいと

考えております。 

 説明は以上でございます。 

○金兵智則委員長 それでは質疑に入ります。 

○川原田英世委員 今、いろいろと御説明をいただ

いて中身は大体把握をさせていただきました。 

 総合計画の基本的な考え方から細かい策に立って

くるというところで、そこまでいろいろな意見を聞

きながら詰めてこられたんだというふうに理解をし

ています。 

 それで僕がちょっと思うのが、個別になってきて

いる施策の区分ってこうなってくると、第５期とた

いして変わらなくなってくるんだなという印象を受

けていますけれども、結局そうなるんだというとこ

ろに僕は思うんですよね。 

 大きくこの施策の展開、この区分で変わるところ

というの何かあるのでしょうか。 

 ほとんど同じ内容なんだなという形で見させてい

ただいたんですけども。 

５期との違いを。 

○秋葉孝博企画調整課長 まず、具体的な施策の内

容になりますと、今とそれほど変わらないというの

はまちづくりの基本的な理念なり、行わなきゃなら

ないということは基本的には変わりませんので、ど

うしても重複してくる分野が多々あるというふうに

考えています。 

 ただ今回、基本構想、基本計画の策定に当たりま

して、まずその人口減少も前回の総合計画のときも

同じです。 

 当然うたってありますが、今回についてはさらに

人手不足、地域交通、コミュニティ、こういう生活

基盤自体もあやうい現状、深刻な影響があるという

ことですとか、10年前と比べて大きく変わってるの

は環境問題の項目では集中豪雨、こういうもので災

害がふえた。それから安全・安心がやはり高くなっ

ているということと、大きな災害では熊本地震、そ

れから東日本大震災、こういうものがありまして、

防災により強くということで内容記載をしていると

いうところもあります。 

 それからＩＣＴというのもかなり進んでいまし

て、こういうビッグデータですとかそういったも

の、観光面でいくとＷｉ－Ｆｉの環境整備ですとか

そういうところを計画には記載をしております。 

 確かにおっしゃるとおり、やっていることという

のは10年前も現在もそれほどは大きく変わらない、

逆にさまざまな分野がさらにその複雑になってまし

て、なかなか成果が上げれない世の中になりつつあ

るのかなというふうに感じております。 
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 ですから、委員御指摘のとおり施策の内容で大き

な変更はないですけども、今の現状を踏まえまして

そうした記載には細かい分野なりますけれども、計

画には反映をしたというところでございます。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 やっぱり基本的な部分は、継続していくというの

が当然のことだというふうに思います。 

 ただその中で、継続して取り組んでいくところは

やっぱり前回も言いましたけどもＰＤＣＡが非常に

重要で、それがあるからこそさらに深掘りもできる

というところで、そう考えていくと第５期でちゃん

とＰＤＣＡが実行されたのか、そしてこの第６期で

その反省のもとに第６期に臨んでいくという形で計

画があるのかというのが非常に重要になってくると

思うんですけども、これなかなかとは言っても難し

いというのはよくわかっていますが、そこで何かこ

う工夫されている、この行政運営をみると前回と余

り変わらないのかなというふうに思うのですけど

も、そこら辺はどのような認識でしょうか。 

○秋葉孝博企画調整課長 委員おっしゃるとおり、

ＰＤＣＡサイクルと言っても行政にはなかなか、単

に実績だけではかれないというのは多々、福祉部等

含めて相当ございます。 

 基本的には、ＰＤＣＡサイクルをきちんとして事

業の見直しをしましょうというのが、現行でもさま

ざまな機会をとらえて実施をしているところでござ

います。 

 ただ前回と違いますのは、今総合戦略がありまし

て、ＫＰＩを達成についてもやっていますので、こ

れも含めながらしっかりと検証しながら進めてまい

りたいと考えています。 

○川原田英世委員 やはりここはすごい重要でとい

う認識は、ぜひ共有していかなくてはならないかな

と思います。 

 その中でやはり危機感があって、総合戦略があっ

てこの計画があってというところでいくと、やはり

さまざまなもののあり方も考えていかなくてはいけ

ない。 

 伸びている分野は、なぜ伸びているんだだとかを

検証しなくちゃいけないですし、他市の事例も見て

いく。 

 やはりプロパーでやっている人たち、専門でやっ

ている部分が伸びてたりだとか、ころころころころ

対応が変わるとか、伸びないだとかいろんな実態の

ケースもありますので、そういったものもＰＤＣＡ

サイクルというのは反映させなくちゃいけないの

で、幅広い見識を持ってぜひここは進めていただき

たいというふうに思います。 

 とりあえず一旦以上です。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○松浦敏司委員 今、川原田委員から意見質問があ

りましたけど、私も同様の印象を持っていまして第

５期で一定の計画に基づいてやってきたと。 

 しかしその中で成果があるものや、なかなか上が

らないものとかというのがあって、結果として今第

６期も５期と大きな違いというのはなかなか出せな

かったのかなというふうに思うんですけれども、例

えば前回の５期の計画を立てる上での何というか審

議した中身と、今回６期での委員からのさまざまな

意見などもあった。 

 そして、今回も若い人たちから意見を聞いている

ということなどもあるんですけど、その辺での特徴

的な意見というのはどんなふうなものかを伺いたい

と思いますが。 

○秋葉孝博企画調整課長 今回、総合計画の策定に

当たりましては中高生のワークショップなども開き

まして、若い人の意見をそういった時間を設けまし

てお聞きをしてまいりました。 

 基本的に10年前と、委員さんから出た意見という

のはそれほど、記録を見ると変わらないです。 

 やはり自然が豊かで観光地である。スポーツ合宿

が盛んでさまざまな魅力があるというところでし

た。 

 そんな大きく違いはないんですが、中学生の意見

として人が優しいという意見が出まして、そのお子

さんにもよるかと思いますけども、その子は人が優

しいということが網走の魅力であって、自然も非常

に美しさを感じているというような意見がありまし

た。 

 それほど大きな違いはないと思いますけども、中

学生がそのようにまちを感じているということは。

非常に私個人的にも喜ばしいことでありますし、市

にとっても誇らしいことだなというふうに感じまし

た。 

 今回、やはりその人口減少がかなり浸透している

といいますか、皆さんの意識もそういう意識でキャ

ッチフレーズにも表れているんですが、活力みなぎ

るというのは確かににそうなんですが、この人口減

少を迎えた非常に厳しい時代を迎えたというのが委

員さん皆さんの共通認識で、そうした中でも10年先
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も輝いていけるような世の中にというのが今回のフ

レーズが皆さんの意見をまとめた結果でございます

ので、大きな違いというとなかなか説明しづらいん

ですが、このキャッチフレーズに込められているか

なというふうに感じております。 

○松浦敏司委員 課長も言われたように、私もこれ

を読ませていただく中で、子供たちが優しい人が網

走の特徴だというふうに書かれていて、なるほどそ

ういう受けとめ方というのは非常に大事だなと思う

し、そういうことが十分生かされるような市政でな

ければならないなというふうに感じました。 

 いずれにしても、今せっかくある網走の豊かな資

源とか自然とかいろいろあるんだけれども、では私

たち自身がどこまで網走のそういう魅力をわかって

いるのかという点では、網走の住民以外の人たちか

らもいろんな意見を聞いたりする場を設けないと、

実はすばらしさが私たちにとってごく自然で当たり

前のように感じてしまっているというようなところ

も、実はよそのまちから来た人たちに指摘されては

っとして気がつくというようなこともあります。 

 そういう点で、今の若い世代がそういうふうな感

覚を持っているというのは非常に大事だし、今後10

年間を進めていく上でいろんな人たちの意見を聞き

ながら、この総合計画をよりよいものに育てていく

というようなことが大事なのかなというふうに私な

りに感じたところです。 

 以上です。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○川原田英世委員 大枠についてはわかったので、

ちょっと個別に将来像を５つの目標の中でちょっと

聞きたい部分があるのですが、16ページの目標３の

部分で取り組みの方向性の中に高付加価値化とかは

よくわかるんですが、経営の効率化という一文があ

るんですが、これはどういう意味で経営の効率化を

ここに記載したのか教えていただきたいと思いま

す。 

○秋葉孝博企画調整課長 目標３のひとが集い、に

ぎわいと活力を生むまちの項目の方向性ですが、や

はりその効率化、人手が足りなくなるという点と、

ＩＴ、ＩＣＴ、こういうものは推進しておりますの

で、まずは経営強化を図る必要があるということで

経営の効率化と高付加価値化という記載をしており

ます。 

○川原田英世委員 よくわかるんですけども、効率

化というちょっと言い方が、経営の効率化とあまり

使わないというか、良い意味で捉えられない場合が

多くてですね、スマート化で効率化しているから企

業はよくなるというか、経営コストが縮小されるん

だとかっていうような形で言うのは大企業で限定し

たことで、中小の企業だとか網走を中心としている

家庭や企業だとか、そういうことから経営の効率化

といわれるとですね、それは規模の縮小だとかをち

ょっと意味するような形で捉えられることが多いも

のですから、効率化という言葉ちょっと変えたほう

がいいんじゃないかなと思うんですけど、そこら辺

どうお考えなのかお伺いいたします。 

○秋葉孝博企画調整課長 基本的には、さまざまな

市民の皆さんの意見をちょうだいして、ここにおさ

まったというとことがありますので、ただその農林

水産業、観光商工業ということでいわゆる産業の中

で恐らくですが、農家経営の方も十分そういう経営

の効率化というのは十分認識をしていると思います

し、観光業なんかも非常にそういったことは努めて

いると、市に言われなくても十分努めているという

ことはあると思います。 

 それで今回、総合計画は全般的なるべく平仮名と

わかりやすい漢字を使うということに注意をしてい

まして、そうした意味ではその効率化が今委員おっ

しゃったような規模の縮小化という表現に直接つな

がるかといったらそうでもないと思いますし、その

件について最終的には今の市民の最終的な御意見を

お伺いしている途中でございますので、今の御意見

いただきまして最終的に６月の上程に向けまして判

断したいと考えています。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 そこがちょっと気になったもんですから、気をつ

けていただきたいなというふうに思いました。 

 それと１-３の資料のところでちょっと１点気に

なったんですが、ＩＴの部分なんですが今後のこと

を考えてという中で、この計画があるとするとちょ

っともう内容がもう遅いのかなと。もう既に世界的

には５Ｇで、無線でという時代で全ての通信システ

ム等は世界でも日本はおくれている中で世界に追い

つこうとしているという状況で、光ファイバーなど

ブロードバンドの整備が進めて未整備地区の解消、

これも基本的にはもう過ぎた時代の話でもう５Ｇに

なればそういうもの全部一切必要なくなりますん

で、ちょっと10年間を考えていくとここら辺の現状

と課題がこれでいっちゃうとすごく過去のものに見

えてしまうというか、ここは急激に進んでいる部分
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ですから、ちょっと具体的な記載はやめたほうがい

いのかなという気はして見ていました。 

 そこら辺はお考えいただいたほうがいいです。 

○秋葉孝博企画調整課長 今、委員おっしゃるとお

り、非常にスピード感が速いテーマだと思います。 

 今の現状としていたんですが、郊外地区がやっぱ

り未整備地区ありましてここの農村漁村についてど

う対応するかというのは、一つ課題でまさに取り組

んでいるところでございますので、やはりその情報

ですとかブロードバンドというのは刻一刻と変わっ

てきますので、ある程度中間的な見直しの際に検討

内容を修正していくのか加筆をしていくのか、もし

くは総合戦略が31年までなっていますので、次の総

合戦略の中で横串を刺していくということも考えて

おりますので、そういった形で対応したいというふ

うに考えております。 

○岩永雅浩企画総務部長 若干の補足なんですが、

今課長が説明したことも含めて委員おっしゃるよう

に、整備についてはいわゆる98％は整備されている

というのが実態なんですが、残りの２％については

例えば防災情報が届かないだとか、そういうかなり

致命的なというか状況がありまして、第６期の総合

計画については、防災についても先ほど課長の説明

のとおりポイントになっているということですの

で、ここはさまざまの協議会にいらっしゃった若い

方たち、審議会の皆さんさまざま立場ありますけれ

ども、そこも重要視してほしいという声もありまし

たので、こういう書き方にならなければならないと

いうふうに思います。 

 先ほどの経営の話もそうですが、経営者の立場の

方、それから雇用されている立場の方がいらっしゃ

ってさまざま御意見をいただきました。 

 それを書き物にすると、ああいうふうに書かれる

とさまざまな説明を加えないと、先ほど委員から御

指摘をされたようなことが伝わらないということに

なりますが、そうすると非常になんていうんです

か、伝わりづらい文章になってしまうというのがこ

ういう計画ものになりますので、そのあたりは精査

させていただきたいと思っています。 

○川原田英世委員 わかりました。 

 読み手にとって、内容が変わってしまうというこ

とにはならないようぜひ意思の統一というかです

ね、内容についても皆で共有できる形でこの計画が

あってほしいというふうに思います。 

 それで、先ほども見直しを中間的に行うというこ

ともありました。 

 前のページでいくと、公共交通でＪＲの問題等も

ありますし、ある程度の課題が結果を見た段階でこ

の計画自体は随時変えていくというもので理解して

いいのでしょうか。 

○秋葉孝博企画調整課長 大きく変わればというこ

とが一つあるんですけども、基本的にはこれは長期

的なビジョンでありまして、中期的な戦略としては

総合戦略、それから各担当課が作る個別計画がぶら

下がりますので、基本的に大きな変更がない限り見

直しというのは考えておりません。 

 ただ今おっしゃったように、ＪＲ北海道につきま

してはまさにそのビジョンが今描けるかというと、

これはいろんな課題があってはっきりもう不透明な

部分が多々、多いという分野ですから、そうした意

味ではどこかの年度で変わる可能性はあるとは思い

ます。 

 ただ、基本的に毎年随時見直して進めていくとい

うそうしたものではないという認識は、この総合計

画自体はそういうものではないというふうに認識し

ております。 

○川原田英世委員 よくわかるんですけども総合計

画として見たときに、今言ったように修正が必要な

事態を招くほど、ここを例えばＪＲの部分だと、こ

こを具体的に書かないで鉄路維持を取り組みますで

あればいいものを、やっぱり具体的にこう表現する

ことによって何かしらの現実の齟齬が発生するよう

なことがもしかしたらあるかもしれないと。 

 これやっぱり具体的に書いているんですよね。 

 この具体的に書くということは、やっぱり基本計

画の中でこれを強調するという意味で書いているの

か端的に鉄路維持に努めたいと、努めますという鉄

路維持の取り組みが重要ですと書けばいいのが、な

んとなく基本計画のあり方という部分にも引っかか

ってくるんですけども、そういうふうに個別具体的

に記載をするというものなのか、ちょっとそこを確

認したいのですが。 

○秋葉孝博企画調整課長 今、現状と課題というの

は、まさに今やっていることでございますので、Ｊ

Ｒ北海道の石北線、それから釧網本線のことでこう

した現状があるということでまず現状認識として最

も大きなこととしてとらえて書いております。 

 施策の展開につきましては、②で鉄道の維持・利

用促進に向けてということで、現在取り組まなけれ

ばならないというのは、一つは利用の促進と維持存
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続に向けた取り組みが必要ということの施策の内容

ですので、この先本当に10年かかるかちょっとわか

らないですが、鉄路が例えば廃線とかということに

なれば、それはテーマをかえまして取り組むという

ことがありますので、それが毎年見直すかといった

らそういうことではなくて、例えば中間年にそぐわ

ないようなことがあれば修正をしていきたいという

ことで、毎年検証して進めるというものでは、これ

自体は長期的なビジョンですのでそういう考え方で

おります。 

○金兵智則委員長 よろしいですか。 

 他にございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、次に移りたいというふうに思います。 

 続きまして、第２次網走市男女共同参画プランの

中間見直しについて説明を求めます。 

○秋葉孝博企画調整課長 それでは、資料２-１号

をごらんください。 

 第２次網走市男女共同参画プランの中間見直しに

ついて御説明させていただきます。 

 １、プラン策定の背景でございますが、本市では

これまでに女性と男性が対等なパートナーとして社

会のあらゆる分野に参画し、ともに責任を分かち合

う男女共同参画社会の実現を目指し、平成14年に網

走市男女共同参画プランを、平成24年には現行の第

２次網走市男女共同参画プランを策定しておりま

す。 

 次に２、プランの中間見直しの背景でございます

が、現行の男女共同参画プランの策定から５年を経

過したことから、策定後の社会情勢の変化や国の動

き、市民アンケートの結果さらに網走市男女共同参

画プラン推進会議の意見も踏まえながら、平成30年

3月に中間見直しを図ったものでございます。 

 次に３、主な改正点でございますが、資料２－２

号で御説明させていただきます。 

 資料２-２号の２ページから３ページをごらん願

います。 

 このように修正・追加箇所は赤字で記載しており

まして、ここでは世界の動きや国の動きについて追

加及び修正をしております。 

 次に７ページの（５）をごらん願います。 

 ここでは、本プランを女性活躍推進法に基づく市

町村推進計画として位置づける旨、記載をしており

ます。 

 これは、同法によりまして市町村では推進計画の

策定が努力義務とされたことから、本プランの一部

を推進計画として位置づけたものでございます。 

 １枚めくっていただきまして８ページから９ペー

ジをごらん願います。 

 男女共同参画プランは、この体系図が示すとおり

社会のあらゆる分野を対象としておりますが、女性

活躍推進法では女性の職業生活が対象となっており

ます。 

 このことから、８ページの中段にあります基本目

標のⅡ、家庭、職場、地域社会における男女共同参

画の促進のうち基本方向の９ページになりますが、

基本方向の１から４までこれを推進計画と位置づけ

たところでございます。 

 次に13ページをごらんください。 

 13ページそれから次の14ページ、これは市民アン

ケート調査の結果を更新したものでございます。 

 その内容ですが、５年前と比べ大きな改善、大き

な変化は見られない状況となっておりまして、引き

続き男女共同参画の取り組みが必要と認識をしてお

ります。 

 23ページをごらんください。 

 23ページは審議会、委員会等の女性登用率、これ

の平成24年以降の推移を追加しております。 

 それから25ページ、27ページ、29ページは、それ

の労働実態調査の状況についてデータ更新をしてお

ります。 

 最後に43ページをごらん願います。 

 先ほど女性活躍推進法に基づく市町村推進計画に

つきまして説明させていただきましたが、国では推

進計画には具体的な目標数値の設定が望ましいとし

ております。 

 このことから、今回ここに記載のとおり新たに成

果指標を設定したものでございます。 

 今後、関係課と連携を図りながら目標値の達成に

向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

 説明は以上でございます。 

○金兵智則委員長 質疑ございますか。 

○松浦敏司委員 今、まさに国のレベルではこのこ

と自体が非常に問題となって、セクハラとかという

ことがいわゆる社会問題になっていると。それか

ら、世界的にもこのセクハラ問題というのが社会問

題になっているということで、そういう中でこうい

う中間的な見直しという形で出てきましたけれど

も、この間のこれまでやってきてこの計画に対する

成果については順調に来ているというふうに考えて
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いいんでしょうか。 

○秋葉孝博企画調整課長 先ほど若干のアンケート

のお話をさせていただきましたが、認知度でいうと

まだまだ足りないという認識をしております。 

 これ自体が全庁的に共有しながら、例えば社会教

育ですとか、子育て支援ですとかさまざまな分野で

連携しながら、働くという意味では商工労働課も含

めて連携が必要ですので、今回中間見直しで前回策

定時に行ったアンケートと比較が必要ですのでアン

ケート調査を実施しておりますが、それほど大きな

実績といいますか、例えばその男女共同参画の認知

度はどうかということで、このプランを策定する23

年には13.8ですが、13.8％の方が認知しているとい

うことで今回中間見直しで昨年やったアンケート結

果では13.9、0.1プラスですからほとんど誤差の範

囲だというふうに認識をしております。 

 いずれにしても、まだまだ取り組むべきことであ

るというふうに認識をしております。 

○松浦敏司委員 まさにこの男女共同参画という言

葉が今から10年ちょっと前ですか、言葉がすごく社

会的に使われたんですが、最近あまり至るところで

使われるということもなくて、そういう意味ではや

はり改めてこの男女共同参画、ましてや今社会的に

も女性を蔑視するようなことが起きているというよ

うなことでありますから、まさにこの男女共同参画

で男女がいわゆる対等なパートナーとして、社会的

になるといいますかね、なっていないから今問題な

わけで。 

 それで今、前回から比べても0.1しか伸びていな

いという状況からもやはり進んでいないということ

なんで、これはやはり我々自身もそういう努力をし

っかりしていかないとだめなのかなというふうに印

象を持ったところであります。 

 以上です。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

○永本浩子委員 今、御説明の中でこの網走市の23

ページのところで、網走市の審議会委員等の女性登

用率というのがほとんど変わっていないというのが

現実だと思うんですけれども、この原因というのは

どういったところにあるとお考えですか。 

○秋葉孝博企画調整課長 一つは、ほぼいろんな審

議会委員さんございますが、公募をということで公

募枠というのは必ず設けていますけども、なかなか

やはり公募していただけないという実情と有識者か

ら選定しますと、例えばですが農協の代表者の方、

漁業組合の代表者の方ということになりますので、

どうしてもそういう役職で推薦なり団体でいただき

ますとどうしても男性の方が多いということで、極

力公募も含めてこうした周知をして積極的に参加し

ていただける女性に声をかけるなど、そういったこ

とで何とか人数をふやしていきたいというふうに考

えております。 

○永本浩子委員 いろんな団体というふうになる

と、その団体の代表として出てくる方はやっぱり男

性も多くなるんだろうなと思うんですけれども、市

の職員の方も随分参加していましたけれども、この

間もキャリアデザインのほうの女性のお仕事見本市

ということで、このオホーツク圏で女性が自ら起業

していたりとか、いろんな立場で活躍している方た

ちが一堂に集まって、私も参加させていただいてこ

んなにすばらしい女性がたくさんいるんだなぁって

いうので、改めて私も感心させられたわけなんです

けれども、ああいう活動をしている方たち等ともや

はり相談し合ったりとか、その公募の仕方とか角度

とかっていうものも今までのやり方だけでなくて、

そういう方たちとの相談とかを通してもまた違った

切り口とか、そういったものが見えてくるんじゃな

いかなと思うのですね。 

 ああいう方たちの力をもっと生かしていけるよう

になると、大きく変わってくるかなと思うんですけ

れども、こういった点についてはどう考えでしょう

か。 

○秋葉孝博企画調整課長 委員、今お話のありまし

たお仕事見本市というのが、オホーツクキャリアデ

ザインネットワークというところが主催でやってお

ります。 

 28年の６月から、女性の団体というのは網走では

なかなかないということがありまして、ここのオホ

ーツクキャリアデザインネットワークの副会長をし

ています新谷さんという方に、私ども市の男女共同

参画プラン推進会議という会議に委員さんとして入

っていただきまして、この見本市の話もしていただ

きましたし、また新谷さんには研修で、昨年苫小牧

で女性会議の全国大会がありまして、こういうもの

も視察をしていただいて委員の皆さんに紹介してい

ただいたりとかという取り組みを行っておりまし

た。 

 ことしも推進会議の委員としてお願い、やってい

ただきたいということで本人とこれからお話をする

んですが、ぜひその他情報も交換しながらですね、
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進めてまいりたいと考えております。 

○永本浩子委員 既に加わっていただいているとい

うことで、本当にそういった角度を持ってやってい

くとまた、新たに良い角度で開けてくると思います

ので、ぜひそういったものを推進していっていただ

きたいと思います。 

 以上です。 

○金兵智則委員長 ほかございますか。 

○川原田英世委員 大体の内容はよくわかりまし

た。 

 それで男女で考えていくと、やっぱり僕が１番思

うのが非正規雇用等の割合がやっぱり女性が、今も

高いというのが１番大きい課題になるのかなという

ふうに考えております。 

 その中で取り組み等も記載があって、基本方向３

ですか、男女平等の確保ということであります。 

 その⑤番、これ変わっていない部分だというふう

に思うんですけども、労働条件の整備でパートタイ

ム法や最低賃金制度の周知だとか項目、何点かあり

ますけれども、特に重要なこの２番目のパートタイ

ム労働法や最低賃金の周知、これ企業に対しなんで

すよね。 

 ただ、これ実際に行使を求めるのは労働者側、働

く側でありますのでそういうところもいろいろと見

直してほしいなという思いがあります。 

 重ねて言えば、５年で期間雇用からという制度も

国のほうであります。 

 それも働いている側が求めて初めて成立する場合

は多いということもありますので、そういった部分

がしっかりと周知が必要なのかなと思うんですが、

ここにはそういったものを載せるというお考えはな

いのかを伺いたいと思います。 

○秋葉孝博企画調整課長 パートタイム、これにつ

きましては所管が商工労働課なりますので。 

○金兵智則委員長 暫時休憩します。 

             午前10時59分休憩 

             午前11時00分再開 

○金兵智則委員長 それでは再開をいたします。 

 川原田委員に対する質問に対する答弁から。 

○秋葉孝博企画調整課長 労働者に対しましても関

係法令の周知を図るとともに、相談も窓口の充実に

努めるという記載がございますので推進をしていき

たいというふうに考えております。 

○川原田英世委員 記載があったということで僕の

確認漏れでした。 

 特に国のほうで法律が変わって、今まさにまた働

き方改革が進んでいますけども、やはり望めば５年

同じところで働けば定期雇用にということが一つ大

きいことだったのかなというふうに思っていますの

で、そういったところの周知をしっかり進めていた

だきたいというふうに思うんですけれども、この基

本計画が基本的な考え方があって、プランがあっ

て、それぞれ所管があってこういった事業の内容が

あるんですが、この取り組みがされているかどうか

や、掌握、実際にどういうふうに動いているのかと

いうのはそれぞれの課で把握する、それともこのプ

ランをつくっている原課で把握されるのか、どうい

った形でこのプランの実行具合を判断していくのか

お伺いしたいというふうに思います。 

○秋葉孝博企画調整課長 このプランの進捗状況と

いうのは、先ほど若干説明させていただきました推

進会議で行っておりまして、毎年年度末にそれぞれ

の各課の事業がございますので、それの状況につき

まして委員の皆様に説明を申し上げてその進捗につ

いて検証していただいているという状況でございま

す。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

     〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 なければ、次に移ります。 

 続きまして、網走市住宅供給計画の策定について

説明を求めます。 

○小原功建築課長 お手元の資料３号、網走市住宅

供給計画の策定についてごらん願います。 

 本計画につきましては、平成30年第１回定例会の

代表質問及び予算等審査特別委員会において、住宅

供給の基本的な考え方等について御答弁申し上げた

ところです。 

 今回完成いたしました計画書を配付するととも

に、お手元の概要版を用いまして内容について御説

明させていただきます。 

 それでは概要版をごらん願います。 

 １の策定の目的でございますが、網走市の住宅関

連施策につきましては平成27年度に策定いたしまし

た住宅施策全般の基本的な方向性を示す「網走市住

生活基本計画」に基づき、取り組みを進めていると

ころであります。 

 本計画は、この「網走市住生活基本計画」を踏ま

え、高齢者や子育て世帯への居住支援や、将来の市

営住宅管理戸数の考え方に主眼を置き、今後の住宅

供給についての基本的な考え方を示すものです。 
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 高齢者世帯や子育て世帯向け住宅については、そ

れぞれ供給適応エリアの分析と事業の推計を行いま

した。 

 ２の高齢者世帯向け住宅の検討ですが、供給適応

エリアの分析では、高齢者世帯の生活利便性を左右

する徒歩圏に、医療機関、商店やデイサービスなど

の高齢者支援施設など都市機能の集積や公共交通の

状況に加え、平成27年度に実施した市民アンケート

調査から分析を行った結果、まちなか地区や隣接す

る桂町、緑町が供給適応エリアと考えられる結果と

なりました。 

 需要の推計ですが、持ち家に住む高齢者世帯が公

営住宅に入居したいという潜在需要は363戸と推

計。また、現在の持ち家を借家とし、その家賃収入

で高齢者向け住宅に住みかえたいという潜在需要は

1,046戸になると推計されます。 

 さらに潮見団地などの老朽化した市営住宅入居者

への意向調査でも、まちなか高齢者向け住宅があれ

ば住み替えたいという方は30戸程度あると推計され

ました。 

 次に、３の子育て世帯向け住宅の検討ですが、供

給適応エリアの分析では、子育て世帯の生活利便性

を左右する医療機関、商店や保育園、幼稚園、小中

学校、児童館などの教育施設など都市機能の集積や

公共交通の状況に加え、平成27年度に実施しました

市民アンケート調査から分析を行った結果、まちな

か地区や隣接する桂町、緑町のほか、潮見、駒場、

台町、つくしケ丘、向陽ヶ丘が供給適応エリアと考

えられる結果となりました。 

 需要の推計ですが、民営借家に住む子育て世帯が

公営住宅に入居したいという潜在需要は94戸と推

計、また戸建て借家に住みかえたいという潜在需要

は281戸、さらに家賃補助があれば戸建て借家に住

みかえたいという潜在需要は174戸あり、うち北海

道営住宅の子育て支援住宅の入居要件である６歳未

満の親族のいる子育て世帯では71戸になると推計さ

れました。 

 次に、４の市営住宅管理戸数の検討ですが、入居

者意向調査から見た供給適応エリアの分析では、平

成29年10月に実施しました潮見団地入居者意向調査

の結果、引き続き潮見団地に入居を希望される方が

全体の65％であった一方、つくしケ丘や駒場地区へ

の住みかえを希望する方が一定程度ある状況でござ

いました。 

 また、潮見団地と同年代に建設された郊外団地、

駒場南１丁目団地や台町団地の一部などへの入居者

意向調査では、現在の住宅に住み続けたい方が６割

であった一方、その他の市営住宅に移りたいという

方などが４割という状況でした。 

 住宅所有関係別世帯数の推移と推計では、平成27

年度国勢調査の結果をもとに推計しておりますが、

人口減少に伴う世帯数の減少が今後も進行すること

が見込まれることから、市営住宅などの公的借家も

削減する必要があり、将来管理戸数の推計では国の

ストック推計プログラムによる最低限必要な市営住

宅管理戸数が算出されますが、将来の管理戸数を推

計するに当たっては、最低限必要な管理戸数に一時

的な収入超過者世帯や一定程度の空き住戸などを加

味する必要があります。 

 こうした検討の結果として、５の住宅供給の基本

的な考え方でございますが、高齢者世帯については

持ち家に住む高齢者世帯において公営住宅を含めた

高齢者向け住宅への住みかえが一定程度見込まれる

ことから、老朽団地の建てかえや用途廃止にあわせ

歩いて暮らせるまちづくりの推進に向け、高齢者向

け住宅適応エリアに民間と連携し住宅を供給してい

く取り組みを進めます。 

 また、市営住宅への手すりやエレベーターの設置

など、引き続き高齢者が住みやすいバリアフリー化

を進めてまいります。 

 なお、本年度当初予算で民間事業者による高齢者

向け住宅をまちなかエリアで供給する予算を計上し

ているところでございます。 

 子育て世帯につきましては、民間借家などに住む

子育て世帯において広い公営住宅や戸建て住宅への

住みかえニーズ、さらに家賃補助のニーズが多くあ

ることから、高齢者世帯との住みかえ促進とあわせ

子育て向け住宅の供給などの支援策を進めてまいり

ます。 

 本年度当初予算で子育て世帯の住宅支援策といた

しまして、戸建て空き家を活用し低所得の子育て世

帯に対し、家賃補助を行う予算を計上しているとこ

ろでございます。 

 市営住宅につきましては、将来の市営住宅管理戸

数を縮減する取り組みを進めます。 

 具体的には、本年度予算計上しております潮見団

地建替基本計画の策定及び公営住宅等長寿命化計画

の策定の中で、潮見団地や老朽化が進む郊外団地な

どの入居状況なども見きわめながら建てかえや用途

廃止などを進めるほか、住戸や設備の老朽化が進行
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していることから長寿命化のための対策を進めてま

いります。 

 以上でございます。 

○金兵智則委員長 質疑に入ります。 

○松浦敏司委員 非常によく調べていらっしゃるな

という印象なんですが、ちょっと伺いたいのは例え

ば需要の推計というところで、持ち家に住む高齢世

帯が公営住宅に入居したいという潜在需要は363

と、それから現在持ち家を借家としその家賃収入で

高齢者向け住宅に住みかえたいという潜在的需要が

1,046戸というふうになっているんですけど、今の

規定と言いますか、条件で言えば持ち家の人は入れ

ませんよね、基本的に。 

 この辺はどんなふうになるんでしょうか、計画で

は。 

○小原功建築課長 確かに持ち家の方については、

高齢者に限らず市営住宅の入居はできないことにな

っております。 

 ただ、何らかの理由で持ち家が老朽化して、住む

に耐えないですとか、そういった方については入居

を認めているところでありますので、今後昭和五十

年代なりに建てられた団塊の世代の方が多いのかな

と思っておりますけども、そうした住宅が老朽化す

るにつれて希望される方、家を売ってということも

需要の中ではあるのかなというふうに思っておりま

す。 

 ただ、それを今すぐにこの住宅、高齢者向けも入

居させることでの戸数の削減をしていくところであ

りますので、そういったことは今ちょっと加味でき

るような状況ではありません。 

○松浦敏司委員 私もよく潮見とかつくしとか行く

んですけども、やっぱり潮見に住んでいる人たちが

やはりだんだん高齢になるにつれて不安になるんで

す。 

 つまり、買い物に行くにも実は潮見には日用、食

料品とか買うのは、十分満たす商店が少ないといい

ますかね。 

 ２件あるんだけれども、やっぱり駒場南８丁目、

あるいはあの辺の商業ゾーンに行かないと満足でき

る買い物ができないというような状況もあって、そ

ういう人たちが非常に将来にわたって自分がこの家

に、除雪もできなくなるような状況になったとき、

やっぱりそういう公営住宅に入りたいという思いの

人が結構いらっしゃるというようなことで、そうい

う意味ではそういう人たちの要望にこたえるような

形にしていかないと大変だなというふうに思うんで

すが、そういう中でこの調査の中でもあるように潮

見の人たち、公営住宅に入っている人たちがそこに

住み続けたいっていうのは６割程度で、後はもっと

つくしとか便利なところに引っ越したいという、こ

れもまさにそのとおりでね、やっぱりそれは大いに

生かしていかないとまずいんだろうなというふうに

思っています。 

 この潮見の団地建替基本計画を策定するというこ

となんですけども、これはいつごろまでに策定しよ

うとしているのか、そして戸数で言えば縮小の方向

を示されているわけですけども、どんなふうな程度

の縮小になるのか伺いたいと思います。 

○小原功建築課長 計画につきましては年度内で、

３月末までを予定しております。 

 戸数につきましてでございますが、平成24年度に

つくしケ丘の建替基本計画とあわせまして潮見団地

の建替計画も、そのときに検討した経過がございま

すが、そのときには潮見団地については200戸程度

に、430戸程度のものを200戸程度に減らす必要があ

るというふうに御答弁しているところですけれど

も、それよりもさらに人口減少が進む率と、そうい

ったことを勘案いたしまして、それよりはまた少な

くなるというのかなということで考えているところ

です。 

○松浦敏司委員 ここで、住宅所有関係別世帯数の

推移と推計というふうになっているんですが、ここ

で総人口の部分が平成37年の推計で３万6,091人と

いうふうになってるんですが、もう既に現段階でそ

の数字になっちゃっているということでは。 

 これはやはりもっと変わってしまうんじゃないか

なと思うんですが、その辺はどんなふうにお考えで

すか。 

○小原功建築課長 ここで推計しておりますもとに

なる数値というのは国勢調査をもとにしております

ので、住民基本台帳ではございませんので平成27年

の国勢調査３万9,077人、これに対しての平成37年

３万6,091人というふうに推計をしているところで

あります。 

○松浦敏司委員 国調の数字ということで、そうい

う意味ではあと７年後も国調であればこの程度の人

口になるだろうというふうに考えてよろしいという

ことですね。 

○小原功建築課長 そのように考えております。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 
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○永本浩子委員 今、潮見の市営住宅がかなり老朽

化して、そしてまた建てかえの計画があるというこ

とで、新しい人を入れないということでどんどんど

ん歯抜け状態になっていて、毎回問題なっているの

が除雪がもうできないという。 

そして公営住宅だから市としての除雪も入れない

ということで、そこが今かなり問題かなと思うんで

すけれども、今度また新しく潮見に市営住宅が建っ

たときに、今住んでいらっしゃる方が入るところ

と、また新しく公募してそこに入る方とっていうこ

とで、年代層的には今のかなり超高齢化状況よりは

変わるとは思うんですけれども、市としても除雪の

体制がきちんとできるのかっていうことも視野に入

れてやっていかなきゃいけないんじゃないかなとは

思うんですけれども、そういった点はいかがでしょ

うか。 

○小原功建築課長 市営住宅の除雪に関しましては

地域の住まわれている方、団地に入居されている方

にお願いしてるのが現状でありますが、委員おっし

ゃるとおりに潮見など建てかえに向けての政策的な

空き家にしておりますので、その歯抜け状態がまた

今大分進行してきているところであります。 

 今年度策定します潮見団地の建替計画、これがで

きましたら今後建てていくエリア等が分かりますの

で、点在しているものをある程度集約することも進

めていくことになるのかなと思っています。 

 確かに、潮見団地の60歳以上の方のみで住まわれ

ている率は45％を超えておりますので、高齢者にと

っては除雪が問題なのかなとは思いますけれども、

その除雪に対しては集約するなりの中で、やはり中

には45％ですがその残りの方はもう少し若い世代も

住んでらっしゃいますので、協力しながら建てかえ

までの間は御不便かけますけど協力していただきた

いなというふうに思っております。 

○永本浩子委員 ということは建てかえたときに

は、ある程度の年齢層が今よりは若くなるというこ

とで、除雪の体制も大丈夫であろうという捉え方と

いうことでよろしかったでしょうか。 

○小原功建築課長 そのように考えておりますが、

具体的な公営住宅の長寿命化計画なりをことしつく

ってまいりますので、あと潮見団地の建替基本計

画、そういった中で合わせてどのようにするのが住

人のサービスにつながるかということについても検

討していきたいなというふうに思っております。 

○永本浩子委員 ぜひ住んでいらっしゃる方から

は、紙が来たアンケートというんじゃなくて、ぜひ

聞き取りに来てもらいたいっていう声をたくさん聞

くんですね。 

 高齢者だと読んで書くというのがとても難しいの

と、自分の思いをうまく書きあらわせないというの

があるので、ぜひ丁寧なその聞き取りを策定までの

間にやっていただいて問題点を明確にして対応して

いただきたいと思います。 

 そしてまた、前にも言ったかと思うんですけれど

も、今度また多分新しく建つときちんと駐車場とか

もできるようになるかとは思うんですけれども、住

んでいらっしゃる方の駐車場はきちんと決まると思

うんですけれども、そこに来た来客用の駐車場がつ

くしにしても本当に少なくて、私も行ったときにど

こにとめたらいいかとても毎回悩むんですけれど

も、そういったところの配慮もぜひ策定するときに

は入れていただきたいと思うんですけれどもいかが

でしょうか。 

○小原功建築課長 過去には、今の来客者用の駐車

場については何度か御質問等いただきまして、つく

しケ丘に建てております新しい市営住宅については

来客者用ということで一定戸数その整備をしてきて

おります。 

 潮見団地の建てかえにつきましても、そのような

流れは引き続き行い、来客用の駐車場についても検

討していくことになるというふうに考えています。 

○永本浩子委員 ぜひそういった方向でまたよろし

くお願いしたいと思います。 

 そして持ち家に住む、先ほど松浦さんも言いまし

たけども持ち家に住む高齢世帯が公営住宅に入居し

たいっていう潜在需要が363戸ということで、やっ

ぱり除雪がとてもできないということが１番多く、

移りたいんだけど持ち家があるから該当しないとい

うことで、グループホームとかサ高住とかに入った

りということとかもいろいろ相談乗ったりはしてい

るんですけれども、総合戦略の中で高齢者住宅を10

戸だったと思うんですけれども、建てるということ

が載っていたと思うんですけれども、そちらのほう

の計画はどのようになっているか、ちょっとこれと

は違うかも知れませんが、関連ということで教えて

いただきたいと思います。 

○小原功建築課長 高齢者向け住宅につきまして

は、本年度から事業者を募集しまして事業を進めて

まいるところであります。 

 本年度につきましては設計費、民間事業者が行う
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設計費を計上しているところでありまして、夏ごろ

をめどに民間事業者を募りたいというところで進め

ているところでございます。 

○永本浩子委員 いよいよ今年度から事業が具体的

に動き出すということかと思いますけれども、この

潜在需要が363戸に対して供給が10戸というのは余

りにもちょっと少ないかなという思いがするんです

けれども、その辺はどうなんでしょうか。 

○小原功建築課長 現在、まちんなか・あいむと言

われている高齢者向けの優良賃貸住宅が既に20戸ご

ざいますけれども、そこの今、入居待ちの状況とい

うのが大体10戸ぐらいあるというふうにも聞いてお

りますので、そうしたことから当面10戸ということ

で、まずは始めていくというところでございます。 

○永本浩子委員 では現状差し迫った分でまず10戸

ということで、今後もこれからの高齢化を見なが

ら、そういった角度も考えて計画をしていくという

ことでよろしいかったですか。 

○小原功建築課長 民間事業者によるサービスつき

高齢者向け住宅やグループホームなども今多く建っ

てきておりますので、そうした方の需要なども見な

がら検討していきたいというふうに思っておりま

す。 

○永本浩子委員 はい、了解いたしました。 

○金兵智則委員長 他にございますか。 

 よろしいですか。 

       〔「よろしいです」の声あり〕 

よろしければ、これで終了したいというふうに思

います。 

 続きまして、その他でございます。 

 報告があるということで承っております。 

○北村幸彦企画総務部参事 公共施設の耐震化対策

について御説明いたします。 

 資料はございませんが公共施設の耐震診断の結

果、耐震改修に係る概算経費などにつきましては当

委員会におきまして御説明したところでございます

が、今年度につきましては、網走市公共施設等総合

管理計画の公共施設等マネジメントに関する基本方

針に基づき長期的な視点や、各施設の機能を維持す

るための方策について検討し方向性を出したいと考

えております。 

 ９月の第２回定例会時に検討状況の中間報告、来

年３月の平成31年第１回定例会時には内容の報告を

したいと考えております。 

 説明は以上でございます。 

○金兵智則委員長 ９月の第３回定例会のときにと

いうことでよかったですよね。 

○北村幸彦企画総務部参事 はい。 

 ３回です。 

○金兵智則委員長 という報告がございましたけ

ど、何かございますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

〔「はい」と呼ぶ者あり〕 

その他、委員、理事者から何かございますでしょ

うか。 

〔「ありません」と呼ぶ者あり〕 

なければこれで総務経済委員会を終了いたしま

す。 

 お疲れさまでした。 

午前11時26分閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


